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南房総市が昨年3月20日に誕生して 
１年が経ちました。 

広報みなみぼうそうの表紙でこの１年を 
　　　　　　振り返ってみました。 

STAR
T

市
長
あ
い
さ
つ

平
成
12
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
「
平
成
の
大
合
併
」
の
う
ね
り
は
平
成
22
年
頃
ま
で
続
き
、
全
国
の
市
町
村
数
は

３
２
３
２
か
ら
１
８
０
０
余
り
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ど
の
市
町
村
も
「
全
国
一
律
」

か
ら
「
自
立
と
個
性
」
が
求
め
ら
れ
る
、
ま
さ
に
各
自
治
体
の
能
力
が
問
わ
れ
る
、
地
方
分
権
の
時
代
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

「
南
房
総
市
」
が
誕
生
し
て
か
ら
１
年
余
り
が
過
ぎ
、
私
が
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
早
１
年
に
な
ろ
う
か
と
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
は
、
新
市
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
た
め
、
旧
町
村
ご
と
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
会
議

な
ど
に
可
能
な
限
り
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域
の
様
子
を
拝
見
し
な
が
ら
、
皆
様
と
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
市
域
の
広
さ
と
多
様
な
地
域
性
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
多
様
な
地
域
性
、
つ
ま
り
各
地
域
の
個
性
や
特
色
、
歴
史
や
伝
統
こ
そ
南
房
総
市
の
活
力
の
源

で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
認
め
、
共
有
し
合
う
こ
と
に
よ
り
新
市
の
一
体
感
が
生
ま
れ
、

ま
た
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
新
し
い
文
化
や
産
業
の
創
出
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

合
併
２
年
目
と
な
り
ま
す
本
年
度
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
次
の
５
つ
と
定
め
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
　
ゆ
っ
た
り
、
の
ん
び
り
、
過
ご
せ
る
ま
ち

２
　
自
然
に
親
し
み
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

３
　
市
民
・
企
業
・
各
団
体
の
や
る
気
を
支
え
、
弱
者
も
強
者
も
共
に
栄
え
る
ま
ち

４
　
市
民
が
自
ら
創
り
あ
げ
る
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
ま
ち

５
　
学
徳
す
ぐ
れ
た
、
心
豊
か
な
人
々
の
集
う
ま
ち

ま
た
、
本
年
度
は
、
４
万
５
千
市
民
の
夢
と
未
来
を
託
す
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
総
合
計
画
」
な
ど
、

様
々
な
新
し
い
計
画
が
姿
を
現
す
年
で
あ
り
、
南
房
総
市
の
未
来
に
向
け
た
、
目
に
見
え
る
大
き
な
取
り
組
み
が

ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
総
合
的
・
一
体
的
に
取
り
組
め
て
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
や
新
た

な
行
政
課
題
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
可
能
な
行
政
組
織
と
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
市
役
所
の
組
織
機
構
を
再
編

し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
い
た
し
ま
し
た
。

合
併
１
周
年
を
機
に
、
市
民
の
皆
様
が
将
来
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」、「
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
と
と

も
に
市
外
の
皆
様
か
ら
も
「
魅
力
の
あ
る
と
こ
ろ
」、「
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
南
房
総
市
を

築
く
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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南
房
総
市
長

石
井

裕

合合
併併
１１
周周
年年

にに
ああ
たた
りり



新
市
誕
生
記
念
・
ち
ば
Ｄ
Ｃ
特
集

ＪＲ駅からハイキングの人気コース「花嫁街道ハ
イキング」（2／17･18）と「花の富浦ハイキング」
（2／24）を開催しました。
あまり天候に恵まれなかった「花嫁街道ハイキン
グ」にもかかわらず、総勢1,053人の参加があり、
ハイキングを満喫しま
した。
新日本百名山に選ば

れた烏場山
からす ば やま

から広がる
雄大な景色を眺め、は
なその広場で無料配布
されたつみれ汁に舌鼓を打っていました。
また、「花の富浦ハイキング」については、寒風

吹く中にもかかわらず、総勢1,168人がハイキング
を堪能し、同時開催した「菜の花まつり」において
疲れた体を花づくしのおもてなしで癒しました。ま
た、大房岬レストハウスにて無料配布された豚汁を
お代わりする人がたくさんいました。
ちばＤＣ期間中、合併後はじめての駅からハイキ

ングということも
あり、今まで以上
に地域団体の協力、
おもてなしが見ら
れる両イベントと
なりました。

花の産地・南房総の魅
力を従来とは違う切り口
でＰＲする「花遊学展と
フラワーデモンストレー
ション」が枇杷倶楽部と
元気倶楽部で開催されま
した。デモンストレーションでは、講師にマミフラ
ワーデザインスクールの大坪 枝さんをお招きし､飾
る空間にあわせたフラワーアレンジメントを楽しい
トークを交えて披露していただき､100人の参加者が
花の魅力を引き出す美技に胸躍

おど

らせました。南房総
富浦をイメージした菜の花とびわの葉を組み合わせ
た作品が完成すると、会場からは大きな拍手があり
ました。参加者の皆さんは、「今日はとても楽しかっ

た」と喜んでいました。

2007年 4 月号　 3

新市誕生記念行事でもある南房総フラワーマーチが千倉中学校をメイン会場に、3月3日（土）・4日（日）に好天の下、
盛大に開催されました。姉妹大会でもあるベルギー・ブランケンベルグツーデーマーチのルック・へノウ大会会長も参加
されました。
今年から富山地区の道の駅「富楽里」を出発し、三芳地区「鄙

ひな

の里」を通る内房コース（東京湾―太平洋ルート）が新
設されたことや、ちばデスティネーションキャンペーン（ちばＤＣ）効果もあり、例年の参加者を上回る6,034人（延べ
人数）のウォーカーが全国から集まりました。新設コースでは、地元青年会による平群囃子

へぐりばやし

の披露や南房総未来塾による
お茶、特製寒天などのおもてなしサービス、鄙の里では安房八幡太鼓の披露など地域を挙げてウォーカーを歓迎しました。

3月1日（木）三芳増間
地区の日枝神社で、今年
の天候や稲作の豊凶を占

う御神的神事が、暖かな春の陽気の中、厳かな雰囲
気に包まれて、古式にのっとり行われました。矢を
射たのは、地元の川名清史さんと真田勝利さんの2人。
約43ｍ先の的に向けてはなった矢の託宣

たくせん

は「全般的
に豊作。早生が良い」でした。

絵画、イラスト、彫刻などの芸術作品、工芸

品、手づくりの品など自ら作品を持ちより参加

するフリーマーケットです。特設ステージでは

様々なジャンルの音楽ライブも開催します。

日　時 4月29日（日）・30日（月）
午前9時から午後4時まで

会　場 ちくら潮風王国の芝生広場
問い合わせ 海猫堂（潮風王国内）

TEL 43－1039

新市誕生記念・ちばDC特集

千倉中を出発するウォーカー

カヤ場での昼食

富浦駅に着くハイカー
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お ま と 
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第9回　アートフリーマーケットインちくら2007



市は、厳しい財政状況の中で、行政改革を推進していく必要があることや、地方分権の進展と社会情勢
の変化を踏まえ、より一層の市民サービスの向上を図るため、組織機構の見直しを行いました。
平成19年度の組織については、政策的、または重点的な施策、サービスの改善、人材育成のための新たな

研修派遣を主眼に、支所の2課制、課の統合、重点施策のための部署の新設、国県、民間への研修、グルー
プ制の試行などを行いました。これにより7課が減り、3室が増え、92係が減り、31グループが増えました。
19年度の組織機構では、8部、6支所、6事務局、39課、4室、1班、37係、31グループとなりました。
主な見直し部分については次のとおりです。

生
涯
学
習
課
と
ス
ポ
ー
ツ
課
を
統
合
し

て
「
生
涯
学
習
課
」
を
設
置

教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課
と
ス
ポ

ー
ツ
課
を
統
合
し
、「
生
涯
学
習
課
」
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生
涯
学
習
課
と

ス
ポ
ー
ツ
課
の
事
業
を
効
果
的
で
効
率

的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
統
合
し
た
も

の
で
す
。

人
材
育
成
の
た
め
の
新
た
な
研
修
派
遣

人
材
育
成
の
た
め
の
研
修
と
し
て
、

現
在
の
千
葉
県
総
務
部
市
町
村
課
へ
の

研
修
に
加
え
、
新
た
に
、
国
土
交
通
省

関
東
運
輸
局
観
光
地
域
振
興
課
と
千
葉

県
総
務
部
政
策
法
務
課
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

千
葉
支
社
へ
、
研
修
の
た
め
に
職
員
を

派
遣
し
ま
し
た
。

4 2007年 4 月号

支
所
の
２
課
体
制

支
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
総
務
課
と

地
域
福
祉
課
を
統
合
し
、「
地
域
市
民
福

祉
課
」
と
し
、「
地
域
事
業
課
」
と
の
２

課
体
制
と
し
ま
し
た
。
業
務
内
容
は
基

本
的
に
今
ま
で
と
同
様
と
し
、
住
民
票

や
福
祉
の
窓
口
業
務
の
一
元
化
を
図
り
、

的
確
で
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
づ

く
り
と
し
ま
し
た
。

企
画
部
に
「
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

室
」
を
設
置

市
の
重
点
施
策
や
特
命
事
項
に
関
す

る
調
査
お
よ
び
研
究
、
ま
た
は
総
合
調

整
な
ど
、
新
た
な
事
業
推
進
に
向
け
て

専
門
的
に
担
当
し
ま
す
。

生
活
環
境
部
の
環
境
保
全
課
内
に
「
環

境
都
市
づ
く
り
推
進
室
」
を
設
置

自
然
環
境
の
保
全
や
景
観
の
形
成
と

と
も
に
、
資
源
の
有
効
活
用
や
環
境
へ

の
負
荷
の
少
な
い
生
活
形
成
な
ど
、
環

境
に
や
さ
し
い
「
環
境
都
市
づ
く
り
」

を
、
専
門
的
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
、
ゴ
ミ

処
理
の
広
域
化
の
推
進
や
ゴ
ミ
の
資
源

化
、
減
量
化
に
つ
い
て
の
業
務
も
担
当

し
ま
す
。

農
林
水
産
部
を
組
織
変
更
し
、「
農
林
水

産
課
」
お
よ
び
「
農
山
漁
村
整
備
推
進
課
」

を
設
置

農
林
振
興
課
と
水
産
振
興
課
を
統
合

し
「
農
林
水
産
課
」
と
し
、
基
盤
整
備

事
業
や
漁
港
整
備
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド

部
門
を
担
当
す
る
新
た
な
部
署
と
し
て

「
農
山
漁
村
整
備
推
進
課
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

商
工
観
光
部
の
交
流
事
業
課
を
強
化
し
、

「
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
」
に
組
織
変
更

有
力
な
資
源
で
あ
る
７
つ
の
道
の
駅

や
く
す
の
木
な
ど
の
交
流
施
設
の
連
携

を
高
め
る
と
と
も
に
、
機
能
強
化
を
図

り
、
交
流
人
口
、
滞
留
人
口
の
増
加
に

よ
る
産
業
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、「
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
の
教
育
総
務
課
内
に
「
学

校
等
再
編
推
進
室
」
を
設
置

少
子
化
に
よ
る
学
校
の
小
規
模
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
小
中
学
校

の
学
校
再
編
を
は
じ
め
、
給
食
セ
ン
タ

ー
や
公
民
館
な
ど
の
教
育
関
係
の
公
共

施
設
に
つ
い
て
、
統
廃
合
を
含
め
た
再

編
を
検
討
し
ま
す
。

市
役
所
の
組
織

4月から市役所の組織が変わりました

グループ制の試行
今回の組織の再編においては、係のレベ

ルにおいて、グループ制を試行しました。

これは、増大する業務と多様化する行政ニ

ーズに対し、機動的な対応ができる運営体

制をつくり、また、組織力の向上を目指す

ため、一部の部署に試行していくものです。

助役を「副市長」に変更
地方自治法の一部改正に伴い、「助役」

の名称を「副市長」に変更しました。この

ことにより、組織運営における自主性や自

立性の拡大と、市長を支える体制の強化を

図っていきます。

問い合わせ　行政改革推進室　TEL 33－1031



南　房　総　市　組　織　図　（平成19年4月1日現在）　 

市　長 副市長 

収入役 

教育長 教育委員会 

企 画 部 

企画政策課  蕁 33-1001

地域市民福祉課  蕁 57-2511

地域事業課  蕁 57-2512

秘書広報課  蕁 33-1002

情報推進課  蕁 33-1003

戦略プロジェクト推進室 蕁 33-1147

蕁 33-1042

蕁 33-1072

蕁 46-2961

総　務　課  蕁 33-1021 

行政改革推進室  蕁 33-1031

財　政　課  蕁 33-1022

税　務　課  蕁 33-1023

収　納　課  蕁 33-1024

社会福祉課  蕁 36-1151 

健康増進課  蕁 36-1152

子育て支援課  蕁 36-1153

高齢者福祉課  蕁 36-1154

富山国保病院  蕁 58-0301

市　民　課  蕁 33-1051

消防防災課  蕁 33-1052

環境保全課  蕁 33-1053 

農林水産課  蕁 33-1071

環境都市づくり推進室 

農山漁村整備推進課 

業　務　課  蕁 46-2953

管　理　課  蕁 46-2954 

建　設　課  蕁 33-1101

管　理　課  蕁 33-1102

国土調査課  蕁 46-2926 

会　計　課  蕁 33-1141

総 務 部 

富山支所 

地域市民福祉課  蕁 36-2111

地域事業課  蕁 36-2112

三芳支所 

地域市民福祉課  蕁 38-3111

地域事業課  蕁 38-3112

白浜支所 

地域市民福祉課  蕁 44-1111

地域事業課  蕁 44-1112 
 

千倉支所 

地域市民福祉課  蕁 46-3111

地域事業課  蕁 46-3112

丸山支所 

地域市民福祉課  蕁 47-3111

地域事業課  蕁 47-3112

和田支所 

保健福祉部 

教育総務課  蕁 46-2961 

学校教育課  蕁 46-2962 

生涯学習課  蕁 46-2963 

議会事務局  蕁 33-1111 
 
選挙管理委員会事務局  蕁 33-1131 
 
監査委員事務局  蕁 33-1121 

農業委員会事務局  蕁 33-1081

固定資産評価審査委員会事務局 

学校等再編推進室 

生活環境部 

農林水産部 

建　設　部 

商工観光課  蕁 33-1092

観光プロモーション課  蕁 33-1091
商工観光部 

水　道　部 

(福祉事務所)

支所組織 

※総務部  収納課併任 

2007年 4 月号　 5

市
役
所
の
組
織

◎白浜保健福祉センター・千倉保健

センター・丸山保健福祉センタ

ー・和田地域福祉センターにある

地域福祉課は、各支所に移転しま

した。福祉関係の窓口は、支所の

「地域市民福祉課」となります。

◎富浦地域福祉課は、本庁市民課と

統合しました。

◎富山、三芳地区の福祉関係の窓口

は、富山地区は支所の地域市民福

祉課で、三芳地区は従来どおり三

芳分庁舎（保健福祉部）で対応し

ます。
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消
防
団
辞
令
交
付
・
人
事
異
動

◆
市
消
防
団
辞
令
交
付
式

４
月
１
日
（
日
）
消
防
団
辞
令
交
付
式

を
行
い
ま
し
た
。
団
員
は
、
さ
ら
な
る
決

意
と
熱
き
思
い
を
胸
に
青
木
克
巳
団
長
か

ら
辞
令
を
受
領
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
経
験
を

生
か
し
、
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
さ
ら

な
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
消
防
団
本
部

お
よ
び
分
団
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

消
防
団
長
　
青
木
　
克
巳

副
団
長
　
古
内
　
義
教
／
井
田
　
弘

第
１
支
団
長
　
川
闢
　
裕
史(

富
浦
地
区)

副
支
団
長
　
木
村
　
庸
一
／
正
木
　
義
明

第
２
支
団
長
　
安
藤
　
俊
明(

富
山
地
区)

副
支
団
長
　
山
木
　
栄
／
池
田
　
博
和

第
３
支
団
長
　
君
塚
　
弘
和(

三
芳
地
区)

副
支
団
長
　
眞
田
　
和
広
／
田
原
　
晴
夫

第
４
支
団
長
　
相
川
　
徹(

白
浜
地
区)

副
支
団
長

押
元
　
善
幸
／
本
橋
　
太
一

第
５
支
団
長
　
鈴
木
　
勝
一(

千
倉
地
区)

副
支
団
長
　
安
田
　
稔
／
早
戸
　
民
夫

第
６
支
団
長
　
小
泉
　
規
惠(

丸
山
地
区)

副
支
団
長
　
関
上
　
繁
／
青
木
　
昭
夫

第
７
支
団
長
　
杉
本
　
信
行(

和
田
地
区)

副
支
団
長
　
川
名
　
正
敏
／
鈴
木
　
將
人

第
１
支
団
　
第
１
分
団
長
　
渡
邊
　
大

第
２
分
団
長
　
和
泉
澤
　
充

第
３
分
団
長
　
能
重
　
裕
一

第
２
支
団
　
第
１
分
団
長
　
田
村
　
正
和

第
２
分
団
長
　
忍
足
　
謹
吾

第
３
分
団
長
　
佐
野
　
孝
一

第
４
分
団
長
　
加
藤
　
知
巳

第
５
分
団
長
　
忍
足
　
賢
志

第
６
分
団
長
　
原
　
　
弘
行

第
３
支
団
　
第
１
分
団
長
　
川
名
　
清
史

第
２
分
団
長
　
山
口
　
昌
章

第
３
分
団
長
　
君
塚
　
和
則

第
４
支
団
　
第
１
分
団
長
　
中
束
　
浩
司

第
２
分
団
長
　
宇
山
　
　
誠

第
３
分
団
長
　
闍
木
　
雄
一

第
４
分
団
長
　
小
笠
原
清
一

第
５
分
団
長
　
岡
田
　
幸
一

第
５
支
団
　
第
１
分
団
長
　
川
津
　
幹
雄

第
２
分
団
長
　
石
井
謙
一
郎

第
３
分
団
長
　
鈴
木
　
一
陽

第
４
分
団
長
　
清
宮
　
信
英

第
５
分
団
長
　
宇
山
　
　
賢

第
６
支
団
　
第
１
分
団
長
　
渡
邊
富
士
夫

第
２
分
団
長
　
御
子
神
昭
則

第
３
分
団
長
　
押
本
　
　
明

第
４
分
団
長
　
御
子
神
博
昭

第
５
分
団
長
　
小
林
　
昭
夫

第
７
支
団
　
第
１
分
団
長
　
大
溝
　
重
昭

第
２
分
団
長
　
石
井
　
伸
二

第
３
分
団
長
　
鎌
田
　
幸
博

第
４
分
団
長
　
三
浦
　
　
太

◆
職
員
の
人
事
異
動
（
部
長
職
・
課
長
職
以
上
）

４
月
１
日
付
（

）
は
異
動
前

企
画
部
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
部
長

加
藤
　
文
男
（
生
活
環
境
部
長
）

生
活
環
境
部
長

栗
原
　
重
雄
（
議
会
事
務
局
長
）

議
会
事
務
局
長

福
原
　
啓
夫
（
富
山
支
所
長
）

企
画
部

参
事
（
兼
）
秘
書
広
報
課
長

吉
田
　
幸
夫

（
建
設
部
　
参
事
（
兼
）
建
設
課
長
）

戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室
長

山
口
　
幸
弘

（
丸
山
支
所
　
地
域
事
業
課
長
）

保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
　
保
護
担
当
主
幹
　

三
浦
　
恒
雄

（
生
活
環
境
部
　
環
境
保
全
課
長
）

健
康
増
進
課
長

實
方
　
和
博

（
生
活
環
境
部
　
環
境
保
全
課
主
幹
・

鴨
川
市
南
房
総
市
環
境
衛
生
組
合
所
長
）

生
活
環
境
部

環
境
保
全
課
長

木
下
　
榮
一

（
和
田
支
所
　
地
域
福
祉
課
長
）

環
境
保
全
課
主
幹
・
鴨
川
市
南
房
総
市

環
境
衛
生
組
合
所
長

粕
谷
　
新
悟
（
会
計
課
長
）

環
境
保
全
課
　
環
境
都
市
づ
く
り
推
進
室
長

加
藤
　
正
直

（
生
活
環
境
部
　
環
境
保
全
課
長
補
佐
）

環
境
保
全
課
　
千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長

早
川
　
郁
夫

（
白
浜
支
所
　
地
域
事
業
課
長
）

農
林
水
産
部

参
事(

兼)

農
林
水
産
課
長

北
見
　
和
美

（
農
林
水
産
部
　
参
事（
兼
）農
林
振
興
課
長
）

参
事
（
兼
）
農
山
漁
村
整
備
推
進
課
長

加
藤
　
博
和

（
水
道
部
　
参
事
（
兼
）
業
務
課
長
）

商
工
観
光
部

商
工
観
光
課
長

御
子
神
　
善
彦

（
保
健
福
祉
部
　
健
康
増
進
課
長
）

参
事（
兼
）観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

篠
原
　
茂
幸

（
商
工
観
光
部
　
参
事（
兼
）商
工
観
光
課
長
）

建
設
部

建
設
課
長

植
木
　
峰
良

（
建
設
部
　
国
土
調
査
課
長
）

管
理
課
主
幹
（
兼
）
課
長
補
佐

酒
井
　
和
夫

（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
生
涯
学
習
課

主
幹
（
兼
）
課
長
補
佐
）

国
土
調
査
課
長

渡
辺
　
淳
一

（
丸
山
支
所
　
地
域
福
祉
課
長
）

水
道
部

業
務
課
長

宇
山
　
富
一

（
商
工
観
光
部
　
交
流
事
業
課
長
）

会
計
課
　
課
長

渡
辺
　
誠

（
生
活
環
境
部
　
環
境
保
全
課

千
倉
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
）

教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
等
再
編
推
進
室
長

鈴
木
　
敏
明

（
保
健
福
祉
部
　
富
浦
地
域
福
祉
課
長
）
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人
事
異
動
・
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

3月22日（木）南幼稚園の竣工式が好天の下、石井市長始め、関係者40人
が出席して行われました。完成に伴い、人足早く3月16日（金）卒園式が行
われ、新しくなった幼稚園から巣立っていきました。
園舎は、昭和46年に建設され、老朽化が著しく建物の耐力度調査では、耐
力度が劣る建物であると判定されました。平成17年度に実施設計を行い、平
成18年10月に園舎改築工事を加藤建設㈱（丸山地区）が着手しました。

園舎や園庭の整備、連絡橋の設置、旧園舎の取り壊し工事などにかかった事業費は、約2億400万円です。

◆
「
非
核
平
和
都
市
」

「
青
色
申
告
の
都
市
」
を
宣
言

市
は
、
平
和
な
世
界
を
望
む
態
度
表
明

の
ひ
と
つ
の
行
動
と
し
て
「
非
核
平
和
都

市
」
と
地
域
社
会
の
発
展
と
明
る
い
税
務

行
政
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

「
青
色
申
告
の
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

祝　南幼稚園完成 あいさつする石井市長

改築前の南幼稚園 改築された南幼稚園

事務室・保健室・保育室（2室）・遊戯室 
食堂会議室など 

場　　所 

安馬谷2043 木造平屋建 

構　　造 延べ床面積（㎡） 

539

備　　　考 

「非核平和都市」宣言
世界の恒久平和は、人類共通の願いであります。
この願いを実現するためには、世界の人々が互いに
理解を深め合い、生命の尊さを認識し、戦争のない平
和な社会を追求していかなければなりません。
私たち南房総市民は、日本国憲法に掲げる崇高な理
想を深く自覚し、武力による紛争をなくすとともに、
核兵器の廃絶を訴え、世界の人々と共に手を携えて、
かけがえのない地球の恒久平和実現のために、ここに
南房総市を「非核平和都市」とすることを宣言します。

「青色申告の都市」宣言

南房総市は、青色申告を普
及することにより、事業経営
の実態を明確にし、事業の繁
栄と市民生活の安定を図り、
もって地域社会の発展と明る
い税務行政を推進するため、
ここに南房総市を「青色申告
の都市」とすることを宣言し
ます。

学
校
教
育
課
長

安
西
　
和
彦

生
涯
学
習
課
長

小
笠
原
　
砂
男

（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
ス
ポ
ー
ツ
課
長
）

議
会
事
務
局
　
次
長

稲
葉
　
晃
一

（
三
芳
支
所
　
地
域
事
業
課
長
）

富
山
支
所
　
支
所
長

川
名
　
一
嘉

（
富
山
支
所
　
支
所
参
事
（
兼
）
地
域

総
務
課
長
）

富
山
支
所
　
地
域
市
民
福
祉
課
長

服
部
　
裕
子

（
富
山
支
所
　
地
域
福
祉
課
長
）

三
芳
支
所
　
地
域
事
業
課
長

藤
井
　
照
男

（
千
倉
支
所
　
地
域
事
業
課
長
）

白
浜
支
所
　
地
域
事
業
課
長

豊
崎
　
壽
明

（
農
林
水
産
部
　
水
産
振
興
課
長
）

千
倉
支
所
　
地
域
事
業
課
長

國
府
田
　
秀
樹

（
白
浜
支
所
　
地
域
福
祉
課
長
）

丸
山
支
所
　
地
域
事
業
課
長

安
田
　
政
光

（
千
倉
支
所
　
地
域
福
祉
課
長
）

退
職
者

田
村
　
正
義

（
企
画
部
　
秘
書
広
報
課
長
）

本
田
　
英
人

（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
生
涯
学
習
課
長
）

青
木
　
和
詳

（
教
育
委
員
会
事
務
局
　
学
校
教
育
課

長
）
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こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

笹
子
さ
ん
は
、
和
田
町
立
和
田
中
学
校

教
頭
、
鴨
川
市
立
田
原
小
学
校
長
、
丸
山

町
立
南
小
学
校
長
を
務
め
る
な
ど
、
長
年

に
わ
た
る
児
童
生
徒
の
育
成
発
展
に
貢
献

さ
れ
、
本
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
16
日
（
金
）
和
田
地
区
の
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会
（
淡
中
猛
代
表
）
か
ら
和
田
支

所
と
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
車

椅
子
２
台
と
荷
物
を
運
ぶ
台
車
１
台
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

車
椅
子
と
台
車
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表

会
の
益
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行

う
、
地
域
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
、
平
成
18
年
度
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
、

白
浜
町
西
横
渚

区
お
よ
び
川
下

区
に
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
倉
庫

を
購
入
し
ま
し

た
。２

月
26
日
（
月
）
富
山
高
齢
者
働
く
会

（
川
崎
治
会
長
）
会
員
の
意
識
高
揚
と
地

域
奉
仕
を
目
的
に
富
山
水
仙
遊
歩
道
の
草

刈
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
は
、
道
の
駅
「
富
楽
里
」
か
ら
約

４
㎞
の
草
刈

り
や
ゴ
ミ
拾

い
で
10
人
の

メ
ン
バ
ー
が

参
加
し
、
い

い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

３
月
13
日
（
火
）「
花
の
情
報
館
」
海

の
見
え
る
農
場
で
白
浜
小
と
長
尾
小
（
白

浜
地
区
）
の
３
年
生
が
花
摘
み
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

摘
み
取
っ
た
花
は
、
昨
年
10
月
10
日
に

農
事
法
人
「
浜
太
郎
」
の
畑
を
借
り
て
、

苗
の
植
え
付
け
体
験
を
行
っ
た
も
の
で
、

小
さ
な
苗
で
し
た
が
５
カ
月
後
、
キ
ン
セ

ン
カ
・
ポ
ピ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
な
ど
見
事
な

花
が
咲
き
ま
し
た
。

摘
み
取
っ
た
花
は
、
卒
業
式
に
６
年
生

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
た
め
の
花
で
、
児
童
た
ち
は
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
摘
み
ま

し
た
。

白
浜
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
白
壁
を
利

用
し
て
、
白
浜
支
所
機
能
訓
練
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
白
浜
の
春

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
紙
工
作
を
飾
り
つ
け
ま

し
た
。
紙
工
作
デ
ザ
イ
ン
は
、
鎌
倉
市
在

住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
弓
削
ゆ

げ

直
登
な
お
と

さ
ん
に
よ
る

も
の
で
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
小
林
由
美
子
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

同
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に
よ
り
こ
の
程
完
成

し
ま
し
た
。

こ
の
白
浜
支
所
機
能
訓
練
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
会
は
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
を
主
目

的
に
、
介
護
予
防
の
取
り
組
み
を
考
え
る

会
と
し
て
、
平
成
18
年
に
発
足
し
た
ば
か

り
で
す
。現
在
13
人
の
登
録
メ
ン
バ
ー
が
、

月
２
回
の
あ
る
機
能
訓
練
事
業
の
企
画
・

準
備
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
壁
面
は
今
後
も
機
能
訓
練
事
業
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
表
現
す
る
場
と
し

て
、
四
季
折
々
の
白
浜
の
風
景
や
機
能
訓

練
参
加
者
の
作
品
を
飾
る
な
ど
の
活
用
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
叙
勲
受
章

瑞宝双光章

笹子雄正氏（88歳）
（和田地区）

寄付に訪れた淡中さん、車椅子と台車

一生懸命花摘みをする子どもたち

完成した壁面飾り

ボランティア活動の様子

白
浜
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
内

壁
面
飾
り
「
白
浜
の
風
便
り
」
完
成

車
椅
子
と
台
車
の
寄
付

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

き
れ
い
な
花
が
咲
き
ま
し
た
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動



急
速
な
少
子
化
の
進
行
な
ど
を
踏
ま

え
、
若
い
子
育
て
世
代
な
ど
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら
、
３
歳
未
満

の
乳
幼
児
の
養
育
者
に
対
す
る
児
童
手
当

の
額
を
、
第
１
子
お
よ
び
第
２
子
に
つ
い

て
倍
増
し
、
出
生
順
位
に
か
か
わ
ら
ず
一

律
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
３
歳
児
以
上
の
児
童
手
当
の
額
、

支
給
対
象
年
齢
お
よ
び
所
得
制
限
限
度
額

に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
で
す
。

※
　
今
回
の
改
正
で
は
、
受
給
者
は
特
段

の
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

TEL

36
―
１
１
５
３

（
土
曜
日
は
午
後
２
時
ま
で
）

休
　
　
日

日
曜
日
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

利
用
定
員

１
日
あ
た
り
　
４
人

利
用
料
金

１
日
　
８
０
０
円
／
人

利
用
方
法

・
利
用
前
に
「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ
」
ま
で

電
話
で
予
約
を
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
セ
ル

の
場
合
は
、
早
め
に
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・
外
来
の
受
付
で
、「
わ
ん
わ
ん
ク
ラ
ブ

希
望
」
と
申
し
出
を
し
、
利
用
料
金
の

支
払
い
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
TEL
55
―
２
１
３
８

子
育
て
支
援
課
　
TEL
36
―
１
１
５
３

４
月
か
ら
母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓

練
給
付
金
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か

り
事
業
を
勝
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
実
施
し

ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

・
仕
事
の
都
合
で
、
病
気
の
お
子
さ
ま
の

面
倒
を
み
ら
れ
な
い
場
合

・
お
う
ち
の
方
が
病
気
や
事
故
の
場
合

・
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
家
庭
の
事
情
が
あ
る

場
合

※
保
育
所
な
ど
に
通
所
し
て
い
な
く
と
も

右
記
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
児
童
で
小
学

校
低
学
年
児
童
を
含
み
ま
す
。

利
用
方
法

・
事
前
登
録
制
で
す
。
登
録
用
紙
は
勝
山

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
市
役
所
本
庁
舎
、
各
支

所
地
域
市
民
福
祉
課
お
よ
び
子
育
て
支

援
課
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

※
利
用
当
日
の
登
録
も
で
き
ま
す
。

保
育
時
間

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
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お
　
知
　
ら
　
せ

支
給
対
象
者

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
ま

た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

②
受
講
開
始
日
現
在
に
お
い
て
、
雇
用
保

険
法
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
資

格
を
有
し
て
い
な
い
人

③
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
就
業
経
験
、

技
能
、
資
格
の
取
得
状
況
、
労
働
市
場

の
状
況
な
ど
か
ら
、
当
該
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
す
る
こ
と
が
適
職
に
就
く
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
る
人

④
過
去
に
訓
練
給
付
金
を
受
給
し
て
い
な

い
人

対
象
講
座

①
雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
の
指

定
教
育
訓
練
講
座

②
就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
高
い
講
座

で
、
国
が
定
め
る
も
の

③
そ
の
他
市
長
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

認
め
る
講
座

事
前
の
申
請

支
給
を
希
望
す
る
母
子
家
庭
の
母
は
、

自
ら
が
受
講
し
よ
う
と
す
る
講
座
に
つ
い

て
、
対
象
講
座
指
定
申
請
書
を
受
講
開
始

日
以
前
に
市
長
に
提
出
し
、
あ
ら
か
じ
め

対
象
講
座
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
　
TEL
36
―
１
１
５
３

児
童
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

乳
幼
児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業

母
子
家
庭
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
事
業

＜0歳以上3歳未満の児童の養育者に対する児童手当＞

第1子、第2子　月額5千円　⇒　月額1万円（倍増）
第3子以降　　 月額1万円　⇒　現行どおり
＜3歳以上＞
第1子、第2子　月額5千円　⇒　現行どおり
第3子以降　　 月額1万円　⇒　現行どおり
施　行　日 平成19年4月1日（最初の支給月　6月）
※4月から3歳未満の児童手当などの額は一律1万円とな
りますが、3歳到達後の翌月からは、第1子および第2
子の手当額は5千円となります。
公務員については、勤務先に問い合わせください。

現　　行 改　　正

名称は、
わんわんクラブです

予約専用ダイヤル
55－4510

乳幼児健康支援一時預かりとは･･･
保育所・幼稚園などに通っている児

童が病気中または回復期で集団保育の
困難な期間、その児童を医師・看護
師・保育士が専用スペースに於いて一
時的に預かる事業です。

母子家庭自立支援
教育訓練給付金とは･･･

雇用保険の教育給付の受給資格を

有していない母子家庭の母が、教育

訓練講座を受講して終了した場合に、

経費の40％（ただし、20万円を上限

とする。また、8,000円を超えない場

合は支給しない）を支給します。



市
で
は
、
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
役
所
建

設
部
管
理
課
備
え
付
け
の
「
市
営
住
宅
入

居
申
込
書
」
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
家
賃
は
、
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決
ま

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
部
管
理
課

TEL
33
―
１
１
０
２
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〜
絵
本
の
持
つ
魅
力
を

広
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜

赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
と
心
を
育
む
に
は
、

温
か
な
ぬ
く
も
り
の
中
で
優
し
く
語
り
合

う
時
間
が
必
要
で
す
。

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
予
防

接
種
時
に
、赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
に
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
絵
本
を
配
付
し
、

楽
し
い
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
絵
本
を
手
渡

し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
期
限

５
月
１
日
（
火
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
　
TEL
36
―
１
１
５
３

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の

所
持
者
お
よ
び
療
育
手
帳
狢
、
狢
の
１
、

狢
の
２
、
Ａ
の
１
ま
た
は
Ａ
の
２
と
判
定

さ
れ
た
場
合
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

等
の
支
給
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
19

年
４
月
診
療
分
か
ら
入
院
時
食
事
負
担
額

に
つ
い
て
、支
給
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

な
お
、３
月
診
療
分
ま
で
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
支
給
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
　
TEL
36
―
１
１
５
９

募
集
人
数

全
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
５
人

参
加
希
望
者
自
ら
研
修
先
・
研
修
内
容

を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
７
月

１
日
以
降
出
発
、
平
成
20
年
３
月
31
日
以

前
帰
国
の
計
画
と
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

経
費
の
１
／
２
以
内
を
補
助
し
ま
す
。

た
だ
し
、
補
助
金
の
上
限
額
を
個
人
の

場
合
20
万
円
、
グ
ル
ー
プ
の
場
合
60
万
円

と
し
ま
す
。

募
集
人
数

個
人
　
２
人

グ
ル
ー
プ
　
１
グ
ル
ー
プ
（
３
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
）

応
募
資
格

・
市
内
居
住
者
ま
た
は
、
そ
の
者
と
生
計

を
一
に
す
る
人

・
地
域
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
帰
国
後
も

そ
の
成
果
を
積
極
的
に
生
か
せ
る
人

・
過
去
に
公
共
機
関
の
助
成
を
受
け
て
渡

航
し
た
こ
と
の
な
い
人

※
選
考
に
あ
た
っ
て
は
面
接
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
限

５
月
７
日
（
月
）
ま
で

応
募
書
類

企
画
政
策
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
TEL
33
―
１
０
０
８

と
み
う
ら
音
楽
に
親
し
む
会
で
は
、
元

気
の
湧
く
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

４
月
22
日
（
日
）

午
後
６
時
30
分
　
開
演

場
　
所

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

出
　
演

ひ
ろ
・
も
ろ
ず
み
（
ピ
ア
ノ
・
キ
ー
ボ

ー
ド
・
ボ
ー
カ
ル
）、
シ
ド
ネ
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
（
ギ
タ
ー
・
ボ
ー
カ
ル
）、
大
多
和

正
樹
（
和
太
鼓
）、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
（
ベ
ー
ス
）

入
場
料
（
前
売
り
）

一
般
２
０
０
０
円（
当
日
２
５
０
０
円
）

※
高
校
生
以
下
は
、
前
売
お
よ
び
当
日
と

も
５
０
０
円

前
売
チ
ケ
ッ
ト

枇
杷
倶
楽
部
　
TEL
33
―
４
６
１
１

富
浦
駅
前
観
光
案
内
所

TEL
33
―
３
６
６
０

問
い
合
わ
せ

と
み
う
ら
元
気
倶
楽
部

TEL
33
―
３
４
１
１

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
民
海
外
研
修
希
望
者
募
集

元
気
の
湧
く
一
夜

ひ
ろ
・
も
ろ
ず
み
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
等
支
給

※単身者不可
募集期間 4月19日（木）から4月25日（水）まで
申込資格 ・現在、住宅に困っている人

・税金などの滞納がない人
・入居時の収入が基準額以内の人
・原則として市内に住所または勤務地がある人

イギリス
英語研修＆ホームステイ
478,000円（市補助20万円）
7月29日(日)～8月16日(木)
カナダ
英語研修＆ホームステイ
498,000円（市補助20万円）
7月29日(日)～8月16日(木)
オーストラリア
スクール体験＆ホームステイ
385,000円（市補助19万2千円）
7月29日(日)～8月16日(木)

高
校
生
海
外
派
遣
コ
ー
ス

一
般
個
人
・
グ
ル
ー
プ
海
外
派
遣
コ
ー
ス

住宅名 

吹代団地 

場所  

丸山 

間取り 

3ＤＫ 21,600円～ 

構　造 

木造2階建 

平成18年度家賃 

お
　
知
　
ら
　
せ



ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
TEL
33
―
１
０
１
１

防
衛
省
で
は
、
平
成
20
年
３
月
採
用
予

定
の
自
衛
官
の
募
集
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

募
集
対
象

陸
・
海
・
空
自
衛
官
幹
部
候
補
生

◎
一
般
お
よ
び
技
術
幹
部
候
補
生
（
飛

行
・
音
楽
要
員
を
含
む
）

○
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満

※
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
）
は
28
歳
未
満
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〜
市
民
と
行
政
の
協
働
に
向
け
て
〜

ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、
昨
年
12
月
か

ら
、
市
民
の
代
表
が
、
定
住
・
交
流
・
暮

ら
し
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
市
が
「
こ

れ
か
ら
、
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
こ
と
」

に
つ
い
て
、
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
提
案
内
容
が
ま
と
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、成
果
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
発
表
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

市
長
へ
提
案
を
行
う
と
と
も
に
、
大
森
彌

先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
基

調
講
演
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
市
長
・
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表
会
の
目
的

は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
提
案
内
容
を
市
民
と

行
政
が
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
行

動
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う

と
い
う
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

４
月
22
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

場
　
所

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル

※
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
経
過
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
総
合
計
画
策
定
経
過
か
ら

◎
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

○
歯
科
資
格

専
門
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
20
歳
以

上
30
歳
未
満

○
薬
剤
科
資
格

専
門
大
学
卒
（
見
込
み
）
で
20
歳
以

上
26
歳
未
満

※
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
）
は
28
歳
未
満

受
付
期
限

５
月
11
日
（
金
）
必
着

一
次
試
験
日

５
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

入
隊
時
期

平
成
20
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

※
な
お
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

に
つ
い
て
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

（
応
募
資
格
18
歳
以
上
27
歳
未
満
）

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
　
千
葉
地
方
協
力
本
部
　
館
山

募
集
事
務
所
　
　
TEL
22
―
０
３
８
５

〒
２
９
４
―
０
０
３
３

館
山
市
宮
城
無
番
地

11
月
10
日
（
土
）
か
ら
13
日
（
火
）
ま

で
茨
城
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
「
第
20

回
全
国
健
康
福
祉
祭
い
ば
ら
き
大
会
（
愛

称
＝
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
い
ば
ら
き
２
０
０

７
）」
へ
千
葉
県
代
表
と
し
て
参
加
す
る

選
手
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
資
格

県
内
在
住
で
60
歳
以
上
（
昭
和
23
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

日
　
　
程
（
４
泊
５
日
）

11
月
９
日（
金
）か
ら
13
日（
火
）ま
で

募
集
内
容

①
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

ゴ
ル
フ
・
マ
ラ
ソ
ン（
書
類
選
考
あ
り
）

②
文
化
交
流
大
会

オ
セ
ロ
（
書
類
選
考
あ
り
）

③
そ
の
他

俳
句
・
作
文「
長
寿
社
会
・
私
の
主
張
」

（
投
稿
作
品
の
募
集
）

注
意
事
項

応
募
方
法
、
参
加
経
費
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
の
提
出
締
め
切
り
は
、
５
月
末

で
す
。

問
い
合
わ
せ

（
福
）
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
係

TEL
０
４
３
―
２
４
５
―
２
２
０
８

自
衛
官
の
募
集

「
ま
ち
づ
く
り
会
議

成
果
発
表
会
」
開
催

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

い
ば
ら
き
2
0
0
7

まちづくり会議の様子

ワークショップの様子

お
　
知
　
ら
　
せ

【
お
詫
び
と
訂
正
】

２
０
０
７
南
房
総
市
勢
要
覧
58
頁
「
市
内
指

定
文
化
財
一
覧
」
の
永
野
台
古
墳
の
所
有
者
・

管
理
者
・
伝
承
者
欄
の
石
井
行
久
雄
さ
ん
は
、

石
井
伊
久
雄
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
の
で
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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南房総未来塾の委員を募集します！

パブリックコメント（意見募集制度）とは……
市が政策などを決めるときに、その案を広く市民に公表し、市民から寄せられた意見などを案に取り入
れることができるかどうかを検討し、その検討結果（最終案）とともに寄せられた意見などに対する結果
と理由をあわせて公表していく一連の手続きをいいます。
導入目的は、市の政策案などを策定の段階で事前に明らかにし、市民に説明する機会を設け、その案に
対する様々な意見を提出してもらい、市民の多様な意見を市政に反映させていくことです。

応募資格 応募資格は、市のまちづくりに対し意欲を持ち、次の条件のいずれにも該当する人とします。
①市内に住所を有し、年齢が概ね20歳から40歳までの人
②南房総未来塾の会議に出席可能である人（年5～6回程度）
③先進地視察、まちづくり研修などに参加可能である人（随時）

募集人員 5人
任　　期 委嘱の日（5月中旬）から平成21年3月末日まで
活動内容 南房総未来塾は、人材育成事業として地域づくりを実践する地域リーダーを育成するため、地

域活性化センター主催の「全国地域リーダー養成塾」などの各種研修会や地域づくりの先進地
視察に参加し、地域リーダーとしての政策形成能力を習得するとともに、未来塾の会議では、
専門家（コーディネーター）を招き、地域課題の洗い出し、解決方法などについて意見交換な
どを行い、南房総のまちづくり、未来を考えていこうとするものです。なお、研修への参加費
用や会議に係る費用は市が負担します。

応募方法 規定の応募用紙に所定の事項を記入し、郵送かＦＡＸ、または電子メールにより提出してくだ
さい。
※応募用紙は企画政策課および各支所の窓口にあるほか、市ホームページからもダウンロード
できます。

応募期限 4月27日（金）必着
選考方法 委員の選考は、応募用紙の内容により審査し選考とします。適格者多数の場合は抽選となる場

合があります。結果は、全員に通知します。
応募先および問い合わせ 〒299－2492 南房総市富浦町青木28 企画政策課

TEL 33－1008 FAX 20－4593 e-mail kikaku@city.minamiboso.chiba.jp

市では、市民が感じる生活課題に対応した地域づくり、または、地域の特性および資源を最大限に活用
した地域づくりを実践できる人材の育成（地域リーダーの育成）を目指し、南房総未来塾を設置します。
行政主体のまちづくりから市民と行政の協働によるまちづくりを進めていくため、まちづくりに対し意
欲をもった人などを「南房総未来塾委員」として市民の皆さんから募集します。

1月31日から3月1日までに実施した「南房総市国民保護計画（案）」と「南房総市交通安全計画（案）」のパブリックコメント
（意見募集制度）に対して、貴重なご意見をありがとうございました。実施結果は、南房総市ホームページ
（http://www.city.minamiboso.chiba.jp）に掲載しましたので、ご参照ください。
今年度は、「南房総市一般廃棄物処理基本計画（担当課：環境保全課）」の素案に対するパブリックコメントを予定しています。

お
　
知
　
ら
　
せ

ＰＣPublic Comment パブリックコメント制度
平平成成1199年年度度　　パパブブリリッッククココメメンントト実実施施予予定定

問い合わせ　総務課　TEL 33－1021
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あなたの指定した預貯金口座から、自動的に振り替えられますので納め忘れがありません。申し込みは、
随時受け付けしています。預貯金のある取扱金融機関などに通帳・届出印を持参し手続きをしてください。
取扱金融機関など（各本支店）
千葉銀行・京葉銀行・君津信用組合・安房農業協同組合・館山信用金庫・房総信用組合・千葉興業銀
行・三井住友銀行・千葉県信用漁業協同組合連合会
納税義務者について
固 定 資 産 税 1月1日現在の所有者
軽 自 動 車 税 4月1日現在の所有者（亡くなった人の名義を変更してない場合は、亡くなった人が

納税義務者）
国民健康保険税 世帯主（世帯主が他の保険に加入している場合も、納税義務者は世帯主になります）
領収書について
原則として送付しませんので、必要な場合は収納課または各支所地域市民福祉課へ申し出てください。

～市税の納税は便利で確実な口座振替で！～

地震に備えて、わが家の耐震を……

口座の預貯金が不足していると、振り替えができません。再度の振り替えはしませんので納期限前
に預貯金残高を必ず確認してください。
振り替えがされなかった場合は、速やかに収納課または各支所地域市民福祉課で納付してください。

お
願
い

※各納期限は、月末です。ただし、休日などの場合はその翌日が納期限となります（12月の納期限は25日）。
納期限を過ぎると督促手数料・延滞金を納めていただくことになります。納期内の納税にご協力をお願いします。

問い合わせ 収納課　TEL33-1024

南関東地域直下型の大規模な地震災害が起こる可能性が指摘されており、建築物の
耐震性の向上が求められています。大地震が起きたとき、住まいに大きな被害がなけ
れば、家族の命や財産、そして今までの暮らしを守ることができます。 特に、現在の耐震基準ができた昭
和56年より前に建築された場合は、住まいの耐震診断や改修について検討されることをお勧めします。
市では、無料の耐震相談会を次の日程のとおり行います。
無料耐震相談 時　間 午後1時から午後5時まで

この耐震相談は、木造住宅の図面による簡易な診断により、現地でのより精密な耐震診断が必要かどう
かの事前調査です。また、耐震相談のほか建築に関する相談であればどんなことでも相談できます。
※耐震相談における簡易な耐震診断は、事前に予約が必要です（各相談日につき4件まで）。相談時には、
建築確認申請時の図面または壁の位置がわかる平面図を持参ください。
予約および問い合わせ 建設部管理課　TEL 33－1102

月　　日 場　　所 月　　日 場　　所 場　　所 月　　日 
 

5月19日（土） 

6月13日（水） 

7月11日（水） 

富浦本庁舎別館 

白浜支所 

富山支所 

9月12日（水） 

11月4日（日） 

 1月16日（水） 

丸山支所 

千倉支所 

三芳支所 

3月12日（水） 和田支所 

 

税目 月 4 

1期 

5 

 

 

全期 

 

6 

 

1期 

7 

2期 

 

 

1期 

8 

 

2期 

 

2期 

9 

 

 

 

3期 

10 

 

3期 

 

4期 

11 

 

 

 

5期 

12 

3期 

 

 

6期 

1 

 

4期 

 

7期 

2 

4期 

 

 

8期 

3
 

平成19年度市税納期 

固 定 資 産 税  

市 県 民 税  

軽 自 動 車 税  

国民健康保険税  

お
　
知
　
ら
　
せ
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公民館では、市民の皆さんの学習ニーズに応じ、各種主催事業を開催します！

 

      

      

   

≪富浦地区≫ 
　 
とみうら元気倶楽部 
　TEL 33－3411 
 
※他に、ヨガ教室・フラワ
　ーアレンジメント・富浦
　びわっ子スクールなどを
　開催します。 

≪富山地区≫ 　 
富山公民館 
　TEL 57－3590 　 
※他に、陶芸教室・紅茶教室・パッ 
　チワーク教室・クラフトデザイン・
　簡単なパン作り・藤細工教室・ 
　簡単な洋裁教室・水仙のカニ
　作り教室などがあります。 

≪三芳地区≫ 　 
三芳公民館 
　TEL 36－4114 　 
※他に、小学生向け・成人向け 
　それぞれの陶芸教室や米作 
　り教室として田植え・稲刈り 
　体験とともに秋には収穫を 
　祝う会などを行います。 

≪白浜地区≫ 
　 
白浜公民館 
　TEL 30－5140 
　 
※他に、お飾り作り・夏休 
　み子ども広場での「料理・
　館外教室」などを行って 
　います。 

つりキッズ教室 
  
ＩＴ講習会 
 
 
子どもＩＴ講習会 
 
 
絵本の読み聞かせ会 
  
とみうら土曜学級 
  
移動公民館教室 
  
歴史講座 
 
果樹剪定教室 
  
ストレッチ体操 
 
 
御殿山植物観察ハイキング 
 
 
パソコン教室 
  
フラダンス教室 
 
太極拳教室 
 
 
館外研修 
 
  
女性教室 
 
 
土曜子ども広場 
 
 
パソコン教室 
 
 
親子で遊ぼう教室 
 
 
歩こう教室 
 
 
シルバー教室 

防波堤で小学生のためのつりの講習会を行います。 
 
文書・表の作成（ワード・エクセル）・インターネット
の講習を行います。 
 
子どもたちを対象に文書・表作成・インターネット講習
会を行います。 
 
読み聞かせボランティアによる地区や学校での読み聞か
せ会です。 
 
郷土を愛する心・自然保護の心を育みます。 
 
バスなどを利用し、市内外の文化遺産・博物館などの研
修を行います。 
 
文化遺産や伝統芸能などを研修し、地域の歴史を学びます。 
 
秋から冬にかけて果樹の管理や剪定の仕方を学びます。 
 
健康づくりの一環とし、運動不足を解消し合わせて体力
の向上を図ります。 
  
新緑の御殿山で植物を観察しながらハイキングを行います。 
  
初心者向けの家計簿・手紙・年賀状の作成の仕方などを
学びます。 
 
魅力的なメロディーに載せて踊る体と心の健康づくりです。 
 
中国伝統の健康方法「太極拳」を基礎から、学びます。 
  
バスなどを利用し、文化遺産・博物館などを見学しながら、
研修を行います。 
  
講師を招いた料理教室・ストレッチ教室・押し花教室な
どを開催します。 
 
自分で作って遊ぼう教室で、子どもの自主性を育む催し
を開催します。 
 
ワードやエクセル・年賀状などすぐに役立つパソコン活
用を学びます。 
 
ふれあいの場として、絵本の読み聞かせ・ゲームを行い
ます。 
 
自然に親しみながら健康づくり・交流を目的に年４回程
度行います。 
 
出前教室・健康教室などについて、希望により随時行い
ます。 

講座・教室・サークルなど 地区名および問い合わせ 内　　　　　容 

せんてい 

ご てんやま 

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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各地区では、それぞれ特色ある活動やサークルが数多くあります。講座・教室・サークルなどの詳しいことは、
後日「チラシ」を配付しますので、確認ください。この紙面では、公民館の講座・教室について紹介します。
「公民館からのお知らせ」コーナーは、今後7月ごろ・10月ごろ・1月ごろの情報や募集内容などについて、
お知らせします。申し込み期間や内容、開催日などの詳しいことは、各公民館に問い合わせください。

 

      

      

   

≪千倉地区≫ 
　  
千倉公民館 
　TEL 44－3121 
　 
※他に、自然散策探検教室 
　などを開催します。 

≪丸山地区≫ 
　 
丸山公民館 
　TEL 46－4031 
　 
※他に、パソコン講座・卓球 
　教室・童謡教室・フラダン 
　ス教室などを開催します。 
 

≪和田地区≫ 
　 
和田公民館 
　TEL 47－2710 
　 
※他に、子ども教室・演芸教 
　室・文化財見学会・夏休み 
　子ども映画会などを開催し 
　ます。 

　 
マジック教室 

 
男の料理教室 
 
篆刻教室 
 
英会話教室（初級・中級） 
 
竹細工教室 

　 
初心者パソコン教室 
　 
子育て支援井戸端会議
　　「ひよこ」 

　　 
果樹の上手な育て方 
 
 
シルバー大学 
 
 
レディース倶楽部 
 
 
子ども英会話教室 
 
 
動植物研究講座 
 
 
子ども体験教室 
 
 
市民セミナー和田塾 
 
 
シニアライフ教室 
 
 
女性教室 
 
 
果樹剪定教室 
 
 
フラワー 
　　　アレンジメント 
 
 
パソコン教室 
 

皆をオヤッと思わせるマジックを覚えよう！あなたも不
思議に挑戦！ 
　 
家庭的な料理を楽しく学び、あなたも我が家のシェフに！ 
　 
きれいな印材でオリジナルの印刻をしてみませんか。 
 
日常会話を中心にＡＬＴの先生が優しく教えてくれます。 
 
竹について学び、竹の特長を生かした作品を作ります。 
 
パソコンは持っているけど使い方？という人ぜひ参加く
ださい。 
　 
乳幼児を対象に親子でともに参加し、楽しみ交流を深める機会、
自由に交流を深めるなどのパターンに分け行います。 
　 
秋から冬にかけて果樹の管理や剪定の仕方について学び
ます。 
 
65歳以上の市民を対象に健康づくりや軽スポーツなど
を行います。 
 
65歳以下の女性を対象に料理講習や館外研修などを行
います。 
　 
ＡＬＴを講師に小学生を対象に日常英会話を学びます。 
 
秋から冬にかけての山野草を調べたり、冬の鳥などを観
察します。 
 
夏休みを中心に小学生の体験教室を開催します。 
 
市政や市内外の文化財・ハイキングなど幅広い分野を学
びます。 
 
65歳以上を対象に、趣味の交歓や健康づくりなどを行
います 
 
女性を対象に趣味の交歓や幅広い分野の教養を高めます。 
 
身近な果樹の管理や剪定の仕方・病害虫の防除などにつ
いて、学びます。 
 
人気急上昇のプリザーブドフラワーアレンジメントを学
びます。 
 
ワードやエクセル・年賀状など、すぐに役立つパソコン
活用を学びます。 

講座・教室・サークルなど 地区名および問い合わせ 内　　　　　容 

てんこく 

公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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早起きして、ご飯をきちんと食べていますか。
体を動かすために必要な栄養素は「炭水化物」、「脂質」、「たんぱく質」です。炭水化物が消化・分解され

るとブドウ糖になります。
脳（あたま）を動かすための栄養素は「ブドウ糖」だけです。脳を活性化させるためには、栄養源となる

ブドウ糖を常に供給させなくてはなりません。
夜、体は休んでいても、脳は働いています。寝ている間も脳はブドウ糖を使って働いています。ですから、

朝ごはんで、脳が今日一日、働くための栄養を補給することは大切なことです。

さて、ブドウ糖は、ごはん、麺、パン、イモ類や果物などに含まれています。脳の活性化のためには、こ
のような食品を朝ごはんに食べるといいでしょう。
近年、朝食の欠食が増えてきています。朝、ごはんを食べることにより、体温があ

がり活動しやすくなります。一方、朝ごはんを食べないことにより、次の食事量が多
くなり過食となることがあります。そのため、肥満につながる可能性があることも指
摘されています。
「時間がないから」、「食欲がないから」と言わずに、いつもより30分早起きして、

朝食を食べて一日をスタートさせてみませんか！

問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152 問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

健
康
だ
よ
り
・
補
正
予
算

朝ごはんを
きちんと食べよう！

※脳の活性化のために食べたいもの

朝食の欠食率（１歳以上） 朝食の欠食率（厚生労働省「国民健康・栄養調査」平成16年）
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※
欠
食
と
は
、
調
査
日
に
お
い
て
、

「
菓
子
・
果
物
の
み
」、「
錠
剤
の
み
」、

「
何
も
食
べ
て
な
い
」
に
該
当
し
た

場
合
を
い
う
。

平成18年度の一般会計補正予算が、3月に開かれた議会定例会で可決されました。
一般会計予算は歳入と歳出にそれぞれ5億4,722万円を追加し、補正後の一般会計予算総額は201億

2,816万4千円となりました。
今回の補正は、本庁舎の増築事業2億円の増額のほか、入札などによる契約金額の確定に伴う工事請負

費などの減額。また、将来にわたっての安定した市民サービスへの提供を図るための財政調整基金や減
債基金への積立金の増が主なものとなっています。

平成18年度　一般会計補正予算（3月補正）

問い合わせ　財政課　TEL 33－1022
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む
か
し
、
北
朝
夷

き
た
あ
さ
い

村
に
勘
解
由
ど
ん
と
呼
ば
れ

る
名
主
が
お
り
ま
し
た
。
勘
解
由
ど
ん
は
横
笛
を

吹
く
の
が
大
好
き
で
し
た
か
ら
、
い
つ
も
か
わ
い

が
っ
て
い
る
白
い
猫
に
も
、
よ
く
笛
を
聞
か
せ
て

い
ま
し
た
。

そ
の
勘
解
由
ど
ん
が
、
あ
る
日
、
名
主
の
会
議

に
上
総
の
天
神
山
ま
で
出
か
け
ま
し
た
が
、
天
神

山
は
北
朝
夷
村
か
ら
十
八
里
も
あ
り
ま
す
の
で
、

疲
れ
で
旅
宿
た
び
や
ど

に
入
り
休
ん
で
い
ま
す
と
、
隣
部
屋

で
酒
盛
り
が
始
ま
り
、
酒
に
酔
っ
た
人
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

「
勘
解
由
ど
ん
が
ま
い
ら
れ
た
ぞ
、
遅
か
っ
た

罰
と
し
て
笛
を
吹
い
て
貰
お
う
」

自
分
の
名
が
聞
こ
え
、
勘
解
由
ど
ん
が
驚
い
て

い
ま
す
と
、
今
度
は
笛
の
音
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
房
州
の
祭
り
囃
子
ば
や
し

で
、
い
つ
も
自
分
が

吹
く
得
意
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
時
で
し
た
。
突

然
、「
代
官
が
見
え
た
、
会
議
で
ご
ざ
る
」
と
い
う

声
が
し
て
皆
が
帰
り
ま
し
た
の
で
、
勘
解
由
ど
ん

は
、
奇
妙
な
こ
と
も
あ
る
も
の
だ
と
隣
部
屋
を
覗の
ぞ

き
ま
す
と
、
乱
れ
た
酒
盛
り
の
あ
と
に
横
笛
が
置

き
去
り
に
さ
れ
、
そ
の

あ
た
り
に
は
猫
の
毛
が

い
っ
ぱ
い
飛
び
散
っ
て

い
ま
し
た
。
勘
解
由
ど

ん
は
、
笛
を
吹
い
た
の

は
儂わ
し

の
家
の
猫
だ
っ
た

の
か
と
、
ま
た
驚
き
ま

し
た
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第12話 ～
生稲謹爾

「
勘
解
由

か

げ

ゆ

ど
ん
の
猫
」

ハイキング日和ハイキング日和ハイキング日和

ほ
の
ぼ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
・
民
　
話

里山遊歩道（千倉地区）

花畑の中のあぜ道もコース
に取り入れ、花の香を感じ、
花に触れることができます。

自然いっぱい、楽しみ満載！
市内にあるハイキングコースを
紹介します。

太平洋沿いのコースで潮風を
感じながら歩きます。

高塚山(標高216ｍ)の登山道も
コースに含む健脚コースです。

露地花
ろ じ ば な

の里
さと

コース
全長4.1㎞徒歩55分

汐
しお

の香
か

コース
全長4.9㎞徒歩65分

照葉樹
しょうようじゅ

の森
もり

コース
全長4.2㎞徒歩150分

問い合わせ　観光プロモーション課　TEL 33－1091
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幼稚園の好きなところは？「おもちゃがいっぱ
いあるところ！」「おそとでたくさんあそべると
ころ！」
「ようちえんのぜーんぶがすき！」と元気な声が
かえってきます。
四季折々，豊かな自然に恵まれた平群地区の

1,901人(H18.3.31現在)に見守られて「のどか
に・ゆったり」と構えている子どもたち。
今年度は、20人でのスタートです。
学問の神様、菅原道真公

すがわらみちざねこう

をお祀
まつ

りしている平群
天神社に隣接する平群幼稚園は、明るく・のびの
び・元気な子を目指し、今日もまた元気いっぱい
園庭を走り回る子どもたちの歓声が、伊予ヶ岳に
響き、こだましています。

明るく・のびのび・元気な子

平群幼稚園
（富山地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

伊予ヶ岳のふもとで　ハイ！チーズ！

有
料
広
告

              

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

千葉県南房総市白子2792
TEL　0470-46-3311
FAX　0470-46-3312

千葉県市町村職員共済組合指定 
全国教職員互助会指定 

※ 詳しくはお問い合わせ下さい。 

ハーブと自家菜園の宿 

ホテル 

大小宴会承ります！ 大小宴会承ります！ 

リフォーム全般（トイレ・風呂・キッチン） 
水漏れやトイレ・排水の詰まり等何でも 

ご相談下さい。 

キッチン・風呂・床暖房 
色々体験できます！ 

1年間を4半期に分け、3カ月間を1クールとし、
7・8・9月号、10・11・12月号、平成20年1・2・3月号掲載分の有料広告を募集します。

申込期限 4月27日（金）※各クール４枠（多数の場合は、抽選とします）。
申込方法 申込書に必要事項を記入し、直近1年分の納税証明書（入札参加資格審査申請をしている場合は不要）および

掲載する版下（完全なデザイン化された原稿）を提出ください。
※　版下作成は申込者にて作成願います（電子データ可）規格は、縦45mm×横86mm（カラー）です。

その他 ・掲載料は、一括払い（市内60,000円）または月払い（市内20,000円／月）と選択できます。
・掲載できない内容があります。詳しくは問い合わせください。
・募集要綱および申込書は、ホームページhttp://www.city.minamiboso.chiba.jpからダウンロードできます。

申込および問い合わせ 秘書広報課　TEL 33－1002 〒299－2492 南房総市富浦町青木28

『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 『有料広告』を募集します！ 
１クール60,000円（20,000円／月）
市 外 90,000円（30,000円／月）

（毎月第2木曜日発行　17,000部）


